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◎ 調査の概要 

 

１．調査の目的 

学習指導要領に示されている各教科（国語・社会・数学・理科・英語）の目標および内容の

「基礎的・基本的な知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」について学習したものが、いか

に生徒に定着しているかを全市一斉に学年ごとの同一の問題によって調査する。そして、その結

果を診断し、今後の学習指導の改善に役立たせる。また、生徒自らが学習状況や学習課題の把握

ができるようにする。 

 

２．調査の内容 

○国語・社会・数学・理科・英語 

調査の目的に基づき、学習指導要領に示されている各教科の目標及び内容の基礎的・基本的な

事項について、各教科の出題範囲に基づいて、全学年を対象とする調査を実施した。 

 

○学習意識調査（生活や学習についてのアンケート） 

生徒の生活や学習に対する意識等について明らかにするために、第２学年の生徒を対象とする

調査を実施した。 

 

３．調査の対象 

市内全市立中学校の全学年の生徒 

 

４．調査実施日及び調査実施人数 

（１）調査実施日                     令和３年11月９日（火） 

 

（２）調査実施人数               

 

 

 

 

 

 

中
中学校 第１学年  9,867 人 

中
中学校 第２学年 10,168 人 

中
中学校 第３学年  9,893 人 
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５．調査の方法 

○国語・社会・数学・理科・英語 

各教科の問題は、知識・技能に関する問題と思考・判断・表現に関する問題について出題し、

それぞれについて分析を行った。 

   

解答用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能に関する問題 と 思考・判断・表現に関する問題 

のそれぞれの正答数 

思考・判断・表現に関する問題 知識・技能に関する問題 



3 

 

◎ 調査結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○定着していると考えられる内容 ●課題があると考えられる内容  （ ）内は問題の分類 

国 語 

○既習の漢字を正しく読むこと（知・技）  

●文章を的確に読み取り、条件を満たして記述すること（思・判・表） 

●グラフを的確に読み取り、条件を満たして文章を書くこと（思・判・表） 

社 会 

○資料を適切に読み取り、生活経験と結び付く事象を理解すること（知・技）  

●歴史的分野で「文化」や「社会」に関する事象を理解すること（知・技） 

●事象の因果関係に着目して、事象を関連付けて考察すること（思・判・表） 

数 学 

○単項式や多項式の四則計算をすること（知・技）  

●円柱の表面積を求めること（知・技） 

●与えられた情報を整理し、数学的に表現すること（思・判・表） 

理 科 

○唾液の働きと至適温度を調べる実験の考察から、実験方法を推測すること（思・判・表） 

●物理量や質量パーセント濃度を求めるための立式をすること（知・技） 

●実験結果を基に、予想や仮説に正対する分析・解釈をすること（思・判・表） 

英 語 

○場面に合った適切な応答を選択すること（知・技）  

●短い会話文を聞き、その会話に続く応答として適切な文章を選択すること（知・技） 

●場面や状況を理解し、それに適した文章を正しく書くこと（思・判・表） 

 

各教科に共通 

 ○すでに身に付いている知識及び技能を正しく使うこと 

 ●複数の資料や既習事項を関連付けて考察したり表現したりすること 

主な分析結果（課題等） 

平均正答率 

 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 

知識・技能 64.2％ 51.5％ 63.0％ 49.2％ 58.9％ 

思考・判断・表現 55.6％ 51.6％ 45.4％ 47.8％ 40.2％ 

全設問 59.2％ 51.5％ 54.9％ 48.5％ 49.2％ 
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（例）数学 

 

 

○出題の趣旨 

 与えられた情報を整理し、問題を解決するための見通しをもつことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

 学習指導要領解説数学編では、具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べることを通し 

て、関数関係を見いだし一次関数について考察し表現することができるようにすることと述べられて 

いる。 

授業改善の手立てとして、具体的な事象の中から観察や操作、実験などによって取り出した二つの

数量について、事象を理想化したり単純化したりすることによって、それらの関係を一次関数とみな

し、そのことを根拠として変化や対応の様子を考察したり予測したりすることができる。本問の場合

では、図やグラフ、式を相互に結びつけたり検討したりすることで、そのグラフがどのような状況を

示しているのか、今後どのような状況になるのか予測したり説明したり、考えを伝え合う活動を通し

て、その根拠を説明する場を設定することが考えられる。 

 

与えられた情報から変化の様子を捉え、数学的に表現することに関する問題 

     次の問いに答えなさい。 

     …（中略）… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

                                    

 

          

 

  

 

 

問９ 

(ｱ)正答： ２つのグラフが表す直線の式を連立方程式として解

く。 正答率：29％ 
主な課題 
 具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

◎ 各教科に共通する課題 

 

図 1 図 2 
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経年観察およびその考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学 

年 
経年変化の観点 

趣 

旨 
実施年度 考  察 

 国語の例 

・
・
・ 英語の例 
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◎ 経年観察の問題と、数値変化とその要因（英語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 

〇数値変化とその要因 

英文のメールを読んで、内容を捉える問題については、正答率は高くなっている。 

英文の内容理解では、メールを含む様々な形式の英文に慣れることが必要であり、また、メールに

ついては、ただ英文を日本語に訳すのではなく、誰が誰に対して、何の目的で送ったメールなのかな

ど、状況や目的を理解した上で必要な情報を捉えることが重要である。 

ＡＬＴ（外国語指導助手）の活用により、教科書にある英文に加えて、生徒が様々な英語に触れる機

会ができている。また、ただ英文を日本語に訳する指導ではなく、目的に応じて必要な情報を捉える

ようにする指導が定着してきていると考えられる。 

令和元年度 
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家庭生活の実態 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.8 %

11.3 %

16.4 %

8.6 %

10.5 %

13.5 %

15.6 %

17.8 %

19.1 %

20.5 %

21.6 %

19.8 %

19.4 %

16.4 %

14.0 %

18.5 %

16.0 %

12.3 %

8.7 %

6.2 %

4.8 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

30分以上、1時間より少ない 30分未満

まったくしない 無回答

13.8 %

15.8 %

19.5 %

12.8 %

13.2 %

14.2 %

21.5 %

20.7 %

19.8 %

20.1 %

19.1 %

17.2 %

11.1 %

10.4 %

8.9 %

8.5 %

8.2 %

7.9 %

12.2 %

12.6 %

12.4 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

30分以上、1時間より少ない 30分未満

まったくしない 無回答

問３８ テレビゲームの実施時間 （報告書Ｐ121 参照） 

 

「３時間以上」の回答の合計は、33.7％で、Ｒ２年度と比較して、4.7 ポイント増

加した。令和元年度と比べると、7.1 ポイント増加した。 

 

 

問３９ 携帯電話やスマートフォンの使用時間 （報告書Ｐ121 参照）  

68.8 

携帯電話やスマートフォンを「１時間以上使用する」と回答した児童は、68.8％

であり、Ｒ２年度と比較すると 7.6 ポイント増加した。令和元年度と比べると、

15.3 ポイント増加した。 

33.7 

26.6

7 

53.5 

＋7.1 

＋15.3 

◎ 生活や学習についてのアンケート   

 ３年間の比較 

7 
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各教科等に関する意識 

問１５～１９  有用感（生活）  （報告書Ｐ116 参照）    

 

 

 

 

 

          平成 17 年度からの経年変化 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成１７年度 令和３年度 差 

国語 84.7％ 86.3％ +1.6 

社会 51.7％ 65.9％ +14.2 

数学 71.3％ 78.0％ +6.7 

理科 42.2％ 62.8％ +20.6 

英語 70.0％ 78.5％ +8.5 
 

 

H29 年度は、質問

をしていない。 

長期的な視点での比較 
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自己肯定感・将来に関する意識等 

 

 

 中２時 小５時 差 

Ｒ３の中２の集団（現中２） 72.6％ 81.4％ －8.8 

Ｒ２の中２の集団（現中３） 72.6％ 80.4％ －7.8 

Ｒ１の中２の集団（現高１） 72.4％ 79.2％ －6.8 

 

 

    

 

 中２時 小５時 差 

Ｒ３の中２の集団（現中２） 64.1％ 87.2％ －23.1 

Ｒ２の中２の集団（現中３） 66％ 88.9％ －22.9 

Ｒ１の中２の集団（現高１） 66.8％ 87.7％ －20.9 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同一集団での比較 

問４４ 自分には、よいところがあると思う。 （報告書Ｐ124 参照） 

問４５ 将来の夢や目標を持っている。（報告書Ｐ124 参照） 
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ICT 機器・GIGA 端末の使用に関する実態      

                       

                

       

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.2 % 36.5 % 25.7 % 15.1 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

無回答

27.6 % 28.0 % 23.4 % 20.6 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

無回答

（報告書Ｐ130 参照） 

問７０ 先生に指示されたときだけでなく自分から進んで GIGA 端末を活用していますか。  

（報告書Ｐ131 参照） 

問７１ GIGA 端末を活用することで、学習を見通したり振り返ったり、話し合い、

自分の考えを深めることができていますか。 

 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した生徒の割合は 55.6％

である。 

55.6 

58.7 

新規項目 

10 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した生徒の割合は 58.7％

である。 
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１．個人票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■意識調査 
各設問に対して、川崎市全体の回答の割合を％で表し
ています。本人の回答したところは色付きになってい
ます。 

学習アドバイス 

「知識・技能」をのばしていくために，観察や実験に積

極的にとり組み，学習した内容について理解できていな

いところは，今のうちに見直しをしておきましょう。 

「思考・判断・表現」を身につけるためには，難しそう

に思えても，考えることをあきらめないようにしてくだ

さい。くり返し考えることで，必ず力はついてきます。 

 

 

観
点
別 

領
域
・
内
容
別 

〔体のつくりとはたらき〕の領域につい

て，基本的なことがらの理解がやや不足し

ているようです。消化や血液の循環につい

ては，しっかり整理して覚えておくように

しましょう。 

〔電流とその利用〕の領域について，基礎

的な事項を理解するために，・・・・ 

個人票は、教育相談などの機会を利用して返却

し、一人一人の生徒が学習に取り組む態度、学習状

況や学習課題の把握、そして、家庭学習の在り方を

改善することに活用している。 

 また、学校や教員が一人一人の生徒の学習状況を

的確に把握することにより、指導方法を含めた授業

改善や個に応じた指導、教育課程の検証・改善を図

ることに活用している。 

領域 

設問内容 正答率グラフ 

正答率 

正誤 

◎ 調査結果の活用 
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２．フォローアップシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒ごとの課題に応じた問題例 【参考】理科・・・身のまわりの物質 

 

気体の性質については定着している生徒への問題 

 

気体の性質に課題が見られる生徒への問題 

12 

「フォローアップシート」では、生徒の学習状況に応じてフォローアップ問題を提供し、生徒一

人一人の課題を改善できるようにしている。 

生徒ごとの課題に応じて、定着を確認する問題や課題を補充する問題を提供している。 


